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ー同志が遠 く離れている場合,後者はクラスター同志が接触 している場合に起る｡ そのような
配置は Randomに現われるから, 2つのメカニズムが Randomに, 交互に,クラスターを成
長させることになる｡同じことは多くの成分をもった系についても云える｡2つのメカニズム




盟 +要 望 ≡
dtl dil dt2































となる｡したがって(6)式は ≠α2からとα1(α1>α2)-の cross overを表わし,(7)式は≠α1
から とα2-の crossoverをあらわす｡ この両方のふるまいが実験 ･計算機実験で観測され
ており,当然その中間のベキ α′- crossoverする場合があってよい｡最近の計算機実験に
よれば αJは系の縮退度の関数となっている｡すなわち中間の値 α′の存在は上に見たように
可能である｡
最後に(6)式と(7)式の違いについて触れておく｡(6)式の出てくる条件は dZ2/d≠1--定であ
り,(7)式の出てくる条件は dRJdR1-一定である｡ すなわち(6)式では2つのメカニズムが平
行 して起 り,(7)式では2つのメカニズムは直列的に起こることになる｡前者はクラスターの形
状が十分複雑である場合,後者はクラスターの形がかなり規則的である場合に可能である｡し
たがって(6)式は高温で(7)式は低温で成 り立っ｡これは実験と consistentである｡
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